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■特別記事
変わっていく介護保険制度と市民の意識　酒井由紀子
在宅末期がん患者に対する医療行為・2―疼痛緩和に関する事前約束指示　川越厚

■研究報告
在宅におけるがん末期患者との関わり方の模索　小桧山美子
病院退院後に義足作成に挑戦し，歩行を再獲得した一症例　大西敦志ほか

■連載
マグネットステーションインタビュー　木村憲洋／訪問看護時事刻々　石田昌宏／もの忘れを補うモ
ノたち―簡単な道具と機器を利用した認知症患者の日常生活支援　安田清／大牟田発！地域の縁側で
認知症ケア　牧坂秀敏／わたしのことをわたしから　鈴木小百合／在宅で療養するがん患者と家族の
ためのケアの手引き　福井小紀子／ほんとの出会い　岡田真紀／訪問看護ステーションの現場をある
く　川越博美ほか／萌黄色のハンカチーフ　赤川次郎

在宅をめぐるさまざまな事業展開と収支バランス　井村健司
住み慣れた地域で暮らしたい―あたりまえの願いを実現するための支援を
　展開して　種村裕子
在宅療養支援診療所の現況報告―豊かな看取りの実現　苛原実
難病看護に特化した訪問看護の可能性　山崎京子

立ち上げたステーションや事業所で，働くスタッフの１人ひとりが能力を発揮し，気持ちよくケアが
実践できるようにしたい。上手に収支バランスをとりながら，設備も，待遇もアップしていきたい。
シニアビジネスに多くの起業家が参入するなか，訪問看護・介護の専門職がいかにしたら収支マネジ
メントにつよくなれるかを考えます。

特集 収支マネジメントにつよくなる
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編集
後記

●今号より2本の新連載が始まりました。「マグネットステーションインタビュー」と「訪問看護ステーションの現
場をあるく」。前者は利用者だけでなく職員をも惹きつけて放さない“マグネットステーション”を取り上げ，その
所長の魅力に迫ります。後者は川越博美先生と宮崎和加子氏による訪問看護ステーションの訪問記です。全国
津々浦々巡るご予定とのことで，今回の舞台は北海道。どちらも今後にご期待ください。……………………富岡
●看護教育に「在宅看護論」が科目立てされたのは1997年4月の入学生から。当時，新カリキュラムの公表から
導入まで1年しかなく，看護教員は夏休みを返上して自校のシラバスをつくり，翌年4月の実施を迎えるという
スケジュールでした。教員のがんばりは，本号の新連載に登場する訪問看護師のバイタリティと通じるものが
あったように思います。いっそう重きを置かれた「在宅看護論」をきっかけに，看護にかかわるすべての人に
訪問看護ステーションの存在，頼りになる訪問看護師の技量を知ってもらいたいです。………………………伊藤
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